
共通語彙基盤整備事業の進捗状況
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資料２
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 情報システムの「各層」（電気信号→データ（文字→単語）→アプ
リケーション）がきちんと繋がるための「基盤」を提供する。

そのために、情報機器が交換するデータの
中で用いられる「用語」について、

意味の共有
を図ることが重要。

意味
•IMI: Infrastructure for Multilayer Interoperability
（共通語彙基盤）

ネットワーク



共通語彙基盤(IMI)プロジェクトとは

• 交換されるデータの基本的構造を
⼀致させる／整合させる

• データの中に出てくる「⽤語」を
統⼀する／関係付ける

• データの構造定義
• データ項⽬名の定義
• データ構築を⽀援するツール類
等を提供するためのプロジェクト

ために
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例）名簿作成に「語彙基盤」を使う。。

氏 名 性別 住所 電話番号 職業

山田 太郎 男 東京都・・ 123-4567 会社員

鈴木 花子 女 神奈川・・ 123-4567 会社員

山本 一郎 男 千葉・・・・ 123-4567 学生

項目名 書き方 意味

氏 文字列

名 文字列

性別 ＜性別リスト＞

名簿のデータベース

値 意味

男 ・・・・

女 ・・・・

コードリスト

意味定義
データ項目の定義、構造

語
彙
基
盤

オープンデータ
やデータ連係で
活用
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コア語彙

ドメイン語彙

共通語彙基盤の将来像
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語彙基盤に期待される効果

• ⾏政サービスの向上
– 透明化
– 住⺠参加
– 防災

• ⾏政の効率化
– システムの効率化
– 業務の効率化

• ビジネス活⽤
– データを使う新しいビジネス
– データ／アプリを作る新しいビジネス

6



進め⽅の基本

• 「語彙」の整備
• 「語彙」を提供する環境の整備
• 「語彙」を構築するための環境の整備
• 「語彙」を活⽤するためのツール類の整備

実装 実験 検討・改良

地方自治体等の現場で
実験し、検討
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共通語彙基盤事業進捗状況と計画の概要
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2013年度 2014年度 2015年度

情報連携⽤共通語彙基盤構築事業

概念モデルの構築（パイロット
実証等による要件整理）

開発フェーズ仕様策定フェーズ

情報連携⽤語彙

データベースシステム

の開発

ツールの構築ツールの
構築

ツールの開発を一部先行して実施中（金沢区）

17年度16年度

機能

強化

DBプロジェクト

情報連携⽤語彙データベースの概
念モデルの構築及びパイロットシ

ステムの構築・運⽤

ツールプロジェクト
情報連携⽤語彙データベー
スと連携するデータ設計・
作成⽀援ツール群の試作及
び試⽤並びに概念モデルの
構築

成果
２月公開

成果
９月公開

http://goikiban.ipa.go.jp/node744

http://goikiban.ipa.go.jp/node640
成果公開ページ :

コア語彙2.2を公開 : http://imi.ipa.go.jp/



• ツールの整備
ツールプロジェクトでの実証から得られた
ツール群、海外における先進事例で実績
のあるツール群より、想定ツール群を整
理した。

項番 ツール名 概要

1
データモデリング
ツール

UML等のモデリング言語を用いた、データモデリングを支援するツー
ル。

2
データ構造設計支
援ツール

交換・公開するデータ(省庁・自治体の保有データ)の仕様に基づい
て、当該データの項目に対応する共通語彙を選択し、データの型とな
る「データテンプレート」を設計するためのツール。

3
データ構造変換
ツール

ある語彙や形式で表現された実データを、「データテンプレート」に
基づいて、別の語彙や形式で表現されたデータへ変換するツール。

4
データ入力支援
ツール

「データテンプレート」の形式に則ったオープンデータの作成・公開
を容易にするためのツール。

5
構造化データ付与
ツール

Webサイト等のHTMLファイルに対して、メタデータ（RDFa形式など）を
付与する作業を支援するためのツール。

6
語彙データ閲覧
ツール

語彙データの情報(名称、定義、構造、典拠、同義語・類義語、対応す
る外部用語、利用例など)を閲覧するためのツール。

7 妥当性検証ツール
ある実データが、それに付随するデータテンプレートに準拠している
か（データテンプレートに含まれる物理スキーマで実データが検証に
通過するか）を確認するためのツール。

8
語彙データ管理
ツール

語彙データの登録・追加・修正・更新・廃止を実施するとともに、出
典情報や法的根拠を付与するためのツール。

9
共通語彙
リポジトリ

データテンプレートや各種ツール群、その他共通語彙基盤関連の各種
資料や情報を格納し、利用者による共有・再利用を可能とするための
データベース。

10
語彙データ提案
ツール

語彙データの新規登録・追加・更新・廃止内容に関する提案や、当該
提案に対する承認・非承認を実施するためのツール。

• 海外先進事例調査
国際的な相互運⽤も視
野に⼊れ、先⾏事例で
ある以下の組織に対し、
直接の聴取も含めた調
査を実施

 NIEM(⽶国)
 ISA(欧州)
 schema.org

運用組織体制と運用プロセスの比較

運⽤プロセス、整備すべきツールの検討
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• 選択したドメインとその概要

• ドメイン語彙のサンプル

地理空間・施設 移動交通 防災 財務（歳出予算、税どこ）
用語の名称

駅

管轄事業者
開業年月日
一日平均乗車人数
一日平均降車人数
所属路線
路線別駅情報
接続路線
駅構内
駅出入口情報
周辺案内

駅構内
駅
深さ
バリアフリー情報
ホームドア・可動ステップの設置有無
AEDの設置有無
駅係員呼出しインターホンの設置有無
非常停止ボタンの設置有無
可動式ホーム柵の設置有無
ホーム端転落防止柵の設置有無

用語の名称

費目

名称
説明
金額

議会費

議会費

項議会費

議会費

総務費

総務管理費
徴税費
戸籍住民基本台帳費
選挙費
統計調査費
監査委員費

総務管理費

一般管理費

電子計算費

用語の名称

地方議会

地方議会

地方行政

総務全般

財務・会計

まちづくり推進

政策

住民

選挙

その他

総務全般

電子計算

公平委員会

庁舎

支所・出張所

監査

その他

財務・会計

用語の名称

場所
線
領域

座標列
座標

アクセス
経路

道路区間
道路
方向
起点
終点
範囲
延長

道路
種別

種別(コード)

ID
名称
起点
重要な経過地

用語の名称

災害対応施設

種別

対象地区

学区

管理者

災害種別

収容可能人数

非常用電源有無

指定有無

災害対応施設種別
種別

コード

補足説明

災害種別

災害種別

コード

補足説明

項番 ドメイン 概要 

1 地理空間・施設 地図データ及びその地図上にマッピングされる施設のデータを扱うドメイン

2 移動・交通 人の移動や公共交通(鉄道・バス)の移動に関するデータを扱うドメイン 

3 財務 政府の公開する予算、決算、調達に係るデータを扱うドメイン 

4 防災 
平時における災害対策及び発災時における緊急情報の機関間の情報連携に 

必要となるデータを扱うドメイン 

４ドメインについての思考実験

10



⾃治体現場での適⽤実験（2013〜2014年）

「道路」
• 浦安市都市整備部市街地

開発課液状化対策推進室
インディゴ株式会社

「観光」
• 松江市
• 島根大学
• 松江商工会議所

株式会社
ネットワーク応用通信研究所

「イベント」
• 千葉市総務局情報経営部

業務改革推進課
インフォコム株式会社

「制度」

• 神戸市こども家庭局

• 千葉市総務局情報経営部
業務改革推進課

• 川口市企画財政部情報政
策課

株式会社
アスコエパートナーズ

「施設・サービス」 • 横浜市金沢区 株式会社三菱総合研究所
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報告書・試作ツールを
http://goikiban.ipa.go.jp/node640
から公開

コア語彙検討の状況
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2013/6 2014/6

NIEM

EC ISA

schema.org

W3C 他

XML XML

CSV

2014/10

【海外調査、意見聴取】
• 先行する語彙との整合性
• 先進事例との比較
• 開発経験者・有識者からの意見聴取

XML

RDF

CSV

コア
語彙
1.01

コア
語彙
2.0

コア
語彙
2.1

コア
語彙
2.2

2015/2

コア語彙
検討会

内容の
精査

構造の
⾒直し

コア語彙
検討会

プロジェクト
からのフィー

ドバック

海外
意⾒聴取

コア語彙
検討会

パブコメの
反映

XML

RDF

CSV

コア語彙の公開ページ： http://imi.ipa.go.jp/



普及活動（実施したイベント）

• 2014.6.6「姿を現し始めた『共通語彙基盤』」
– 試作ツールのデモと説明
– 参加者：約100名

• 2014.10.22「IPAグローバルシンポジウム」
– 欧州/⽇本の語彙にかかる取り組みを紹介
– 参加者：約140名

• 2015.2.4 「共通語彙基盤（IMI）プロジェクト
成果説明会〜オープンデータ・情報連携のため
の基本⽤語の定義と構造」
– コア語彙2.2の説明、語彙基盤応⽤事例の紹介
– 参加者：約130名

13

国際コミュニティの設⽴

• ⽇・⽶・欧の関係機関が
「Community of Practice on Core Data 
Models 」の設⽴に合意
– 現在設⽴準備中

• ⽬的
– Good Practiceの共有
– 各国の基本語彙間のマッピング

• 初期メンバー
– 欧州委員会DG Informatics
– 欧州各国（12カ国）の担当組織
– ⽶国NIEM
– ⽇本IMI

• 5⽉にSEMIC国際会議
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欧州委員会主催ワークショップ（11⽉12⽇）
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2015年5⽉ EC主催の国際で発表予定
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